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和歌山県田辺湾周辺海域に最近漂着したモダマ(マメ科)の種子
Seeds of Entada phaseoloides (Leguiminosae) recently washed ashore at beaches in Tanabe

Bay and its Vicinities, Wakayama Prefecture,Japan
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南方では長さ数十mにも達する大形の蔓植物、モダ

マEntada phaseoloidedh.)Merr.(マメ科)の種子の漂着

ト, ln

(図2,3)和歌山県白浜町臨海"北浜"
へ漂着したモダマの種子(2方向から

撮影)

は、田辺湾周辺の沿

2　岸地域においてはこ
れまで記録がなノい
(中西1983,1999)。

モダマの種子は、一
見すると平らで円い
頁岩性の小石のよう

に見えるので、気づ
かれないことがあっ
た可能性は否定でき

ないが、その大量漂着もこの海域では記録されてこな
かったことから、漂流している個数自体も少ないと推察さ

れる(石井1999;中西1999参照)。対岸の徳島県沿岸
では、過去10年余りの間で1個が1970年頃に発見され

ただけであり(茨木2003)、これと同様に、和歌山県沿
岸でもこれまでNakanishi(1987)による串本町オゴクダ浜
からの1個だけの種子の漂着の記録のみであり、田辺

湾周辺地域からは何の記録もなかった(樫山・田名瀬,
私信)。

最近、田辺湾周辺地域からの新記録として、 2個のモ
ダマが漂着したので、それらの種子の計測値や発芽と
成長などに関する報告をする。

なお、紀伊半島東岸沿岸域-の漂着に関しては古
い記録があり、 1825年に尾鷲浦辺に多数の種子や英さ

えもが大量に漂着している(中西1983)。しかし、それ以
降は記録がほとんどない(中西1999)。

1.南部町千里海岸-の漂着
1999年2月21日に、 1個の種子が砂浜の波打ち際に

打ち上がっているのを岡村が採取した。岡村は2002年7
月27日に10cmほど根と芽が出ていたのを偶然に発見し

(図1) 、すぐに湊-送付してその後の成長を託した。湊
は、温暖な気候の白浜町の自宅の庭で育てたところ、
数ヶ月後には高さ数十cmまで成長し多数の葉もつけ

た。しかし、その年の冬季を越せずに枯死した　2003年
12月初旬に植木鉢から掘り出して種皮を回収したとこ
ろ、半分ほどが残っており、その短径は36mmであった。

この種皮は採取時点の状態

よりも収縮し、また、採取時に

は平らな楕円形であったこと

を岡村は確認している。この

ような形態は、南西諸島に本

種とともに分布する近似種の

ヒメモダマではないことを示し

ている。　　　　　　(図1 )和歌山県南部町千里海
モダマの種子は海水に長　岸へ漂着したモダマの発芽し

期間浮くことができ、一年間　た種子

海水に浮かせた後も発

芽が可能であることが観察されているので(中西1984) 、

今回の発芽も、モダマの種子の生存能力の強靭さの現

れを示している。

2.白浜町臨海の通称"北浜"-の漂着

2003年10月29日に、 1個の種子が砂浜の満潮線に他

のゴミといっしょに打ちあがっているのを久保田が発見

した。これを海水に入れると、水面に浮かぶのを確認し

た。標本は、長径45mm、短径36mm、厚さ15mmで、種

皮は黒色を呈する(図2)。本標本は、全体が平らでは

なく、種子の中央が両側にわずかに高くなっていたが、

明瞭には盛り上がってはいないのでヒメモダマではな

かった(図3)。採取後2ケ月間ほどよく乾燥させたこのモ

ダマの重量は14.9gであった。石井(1999)や中西(199

9)がまとめたわが国に漂着するモダマの大きさや重量と

比較すると、本標本は、厚みが多少薄く、重量もやや軽

いものといえる。
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